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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

北海道厚切りポテチカット
グランプリ

厚切りなので⾷べ応えがあり、わくわくする

トップブランドメーカーが新しい味わい⽅を提唱してきた
様々な料理に応⽤できそうで、いろいろな可能性を秘めている

じゃがいものホクホクとした⾷感と⽢みが感じられる
波型カットがサクッとして⾹ばしい

商品そのものに味がついていないので、下味が欲しい
冷めると表⾯の⻭触りが無くなることが惜しい
⼤きさに少しばらつきがあったのが残念である

パッケージのメッセージをもっと強調してほしい

調理の仕⽅で少々ベタつきを感じる
分厚い分油を多く吸収するため少し重たく感じた
揚げ時間の⾒直しをした⽅が場合によっては良いかもしれない

⽪があることで⾹りが良く、⾷べやすいサイズ感である

フライドポテト、ポテトチップス好きには魅⼒的な商品

第94回（2025年12⽉）

点数分布としては⽂句なしの94点の「グランプリ」でした。これ
は圧倒的な95点以上が71％もあり、残りも⾦賞という⾼得点で、
⾼い評価を得ています。Webアンケートでも⽰されておりますが、
興味がかなり強くあり、購買意欲もあり、ターゲットにする客層
も幅広く、多くの⽅々に喜ばれ好まれる商品として、50％以上の
⾼い点数となっています。この中でUPS（独⾃性）については唯
⼀とても興味があるが５０％を切っておりますが、それでも40％
以上を得ており、「少し興味ある」を⾜すと80％以上となり⼗分
に⾼い数値となっております。⼗分に商品価値としては⾼いもの
と考えられます。
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

透明度はなく、乳⽩⾊のカット状
の存在感

あまり濃淡はなく、オフホワイト
⼀⾊の⾊彩

やや広めの波型に切り込まれた
かっと形状

多少の⼤⼩があるが、さほどの差
はない⾷べやすい⼤きさ

重厚状のジャガイモの波型切り⼝
での厚みを感じる

厚型のジャガイモの⾹りが⿐をく
すぐる

冷凍ながら、厚切りチップスの
ずっしりした存在感

⾃然で豊かな⾹気で思わせるわく
わく感を思わせる感覚

パリッとした弾⼒を感じさせる厚
切りチップスの感覚

波型厚切りチップスが素材の存在
感をアピール
ジャガイモの⾹りをほのかに匂わ
せ、⼒強い厚切りチップスでわく
わく感に思いを馳せる

袋を開けた瞬間、ジャガイモの⾹りが⿐をくすぐります。波型で厚切りのジャガイモがこれから揚げたて
のポテトに変わる瞬間をわくわくした思いで待ち構える、⾃然で豊かな⾹気を感じます。冷凍ながら厚切
りのチップスは、⼀枚⼀枚がしっかりとした存在感を放ち、⾒るからに「北海道産じゃがいも」の⼒強さ
を感じさせます。⼿に取ると程よい厚みが指先に伝わり、パリッとした弾⼒の予感に思わず期待が⾼まり
ます。国産、しかも北海道の豊かな⼤地で育まれたじゃがいもを使⽤しているという安⼼感が、すでに
“おいしさの保証”のように⼼を満たします。農家の丁寧な栽培や、素材本来の⽢み・旨みを⽣かそうとす
るカルビーのこだわりが、⾒た⽬の段階からしっかりと伝わってくる⾷材になっているのです。開封した
瞬間からすでに、シンプルで贅沢な⼀袋という印象を与えてくれます。それでいて⾝近なジャガイモとい
う存在が、様々なアレンジの可能性を秘めて、料理の領域をひろげてくれる素晴らしい材料になっていま
す。

⽩みかかったオフホワイトカラー
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

酸味は感じないが、わずかにじゃが
いもを⼝に含んだ時に酸を感じる
苦味は感じられず、じゃがいもの
⽪に近い部分の“ほろ苦さ”が味に奥
⾏きを感じる
噛むほどに⾃然な⽢みと旨味がじ
わじわと滲み出てくる
しっかりとした⻭ごたえが⼼地よ
く、噛むほどに⾃然な⽢みがある
塩味は穏やかで、素材の味を最⼤
限に引き⽴てる絶妙なバランス

ポテトチップを思わせる味を感じ
ながら、しっとり厚みを感じる

揚げた時、熱を加えた時に⾷をそ
そる⾹ばしい匂い

熱々でわくわく感を感じる

冷凍を解凍した時のしっとり感

冷凍時はカチカチ、解凍後は柔ら
か

じゃがいも独特のしっとり感

ほくほく感を感じる柔らかさ

旨味をしっかり感じるバランスの
良さ

ほくほく、パリッ、しっとりね
ちょねちょ

⼀⼝かじると、「しっとり」と⼼地よい⾳が広がり、その瞬間に⼝いっぱいに⾹ばしいじゃがいものほく
ほくした⾵味が溢れ出します。厚切りならではのしっかりとした⻭ごたえが⼼地よく、噛むほどに⾃然な
⽢みと旨味がじわじわと滲み出てきます。塩味は穏やかでありながら、素材の味を最⼤限に引き⽴てる絶
妙なバランス。⾆の上で軽やかに溶けていく塩の粒が、⽢みと旨味を際⽴たせています。
苦味はほとんど感じられず、むしろじゃがいもの⽪に近い部分にわずかに残る“ほろ苦さ”が、味に奥⾏き
を与えています。酸味は控えめで、全体の印象をまろやかに保ちながらも、軽やかな後味を演出。温度は
室温ながら、揚げたてを思わせる⾹ばしさが残り、⼝中には⼼地よい油の温もりが広がります。粘性は低
く、軽やかな⼝溶けで、油の重たさを感じさせません。
⿐から抜ける⾹りには、北海道産じゃがいもの豊潤な⾹気とともに、ほんのりとしたロースト感が漂い、
⾷べ進めるごとに「もう⼀枚」と⼿を伸ばしたくなる中毒性があります。厚切りチップス特有の重厚な⻭
ざわりと軽快な⾹りのコントラストが、この⼀袋の完成度を際⽴たせています。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

⼀⼝⾷べると⼿が⽌まらない中毒性のある味わいで、残りの余
韻が楽しめる

地域性も季節性もなく、いつでもどこでも楽しめる⾷材で、い
ろいろなところで⾷べられる

⼦供から⼤⼈まで、いつでも楽しめる⾷材で、男⼥も問わない
商品の価値がある

北海道産の安⼼安全の⾷材を使⽤しており、誰でも楽しめる商
品で、素晴らしいものとなっている

五味 評点
酸味 3

苦味 2

うま味 4

⽢味 4

塩味 3

広義の味 評点
能登の味 4

旬の味 5

⾃然素朴な味 5

⼼⾝にしみる味 5

⾼品質な味 4

五感 評点
視覚 5

聴覚 1

触覚 5

味覚 5

嗅覚 5
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

本商品の最⼤の魅⼒は、厚切りならではの⻭ごたえと、噛むほどに広がる北海道産じゃがいもの⾃然な旨味に
あります。塩味は控えめで、⽢み・⾹ばしさ・旨味が均衡した、素材本来の⼒を⽣かした味設計です。⾹りは
揚げ油の上質さが伝わる軽やかな⾹ばしさで、油臭さが少なく後味もすっきり。視覚的には⻩⾦⾊のチップス
が美しく、触覚的にも厚みと硬さが⼼地よい。五感を通して「⾃然」「安⼼」「満⾜」を感じるバランスが極
めて優れています。

カルビーという企業ブランドの信頼性が強く、商品単体でも⾃然に話題化する基盤があります。広告は過剰
演出を避け、素材・産地・厚切り製法などの「事実価値」で訴求しており、誠実なブランド姿勢が際⽴ちま
す。SNSやウェブ広告では「北海道産」「⼿作り感」「噛むほど旨い」といったキーワードが共感を呼び、
ユーザー投稿による⼆次拡散効果も期待できます。CMや販促に頼らずとも、⼝コミとブランド信頼で持続
的なPR効果を発揮する点が特徴です。

市場的には、健康志向や素材重視のトレンドの中で「国産」「素材感」「厚切り」というキーワードが強く
⽀持されています。ターゲットは30〜50代の男⼥で、安⼼・安全・⾼品質を求める層です。⼦どもにとって
はおやつですが、とくに“おやつ以上”、⼤⼈にとっては“おつまみ未満”の⽴ち位置として、家族や個⼈のリ
ラックスタイム需要にマッチしています。価格帯はやや⾼めでも納得できる品質訴求型商品として成⽴し、
コンビニやスーパー双⽅での安定した回転を狙える設計になっています。

「北海道」「厚切り」という⾔葉の組み合わせは、消費者に品質の⾼さと産地への信頼を即座に印象づけま
す。パッケージは⼤地を想起させる温かみある配⾊で、じゃがいもの写真や断⾯の描写が素材感を強調。シ
ンプルながらも“国産品質”を感じさせるデザインで、購買層に安⼼感を与えています。また「厚切りカッ
ト」という具体的な⾷感イメージが、他製品との差別化を明確にし、視覚的訴求⼒を⾼めています。ネーミ
ングとビジュアルの連携が⾮常に巧みです。

「北海道産」「厚切り」「カルビー」という三要素が融合し、強固なブランドイメージを形成しています。
カルビーの「素材を活かす」「地域に根ざす」理念がそのまま具現化され、消費者に“国産の誇りと安⼼”を
感じさせます。また、限定感や地域性を活かしたプレミアムラインとしての位置づけも可能で、ブランド全
体の価値向上に寄与しています。派⼿さよりも信頼性を重視したブランディングで、⻑期的に⽀持されるロ
ングセラー要素を持っています。

使⽤されるじゃがいもは北海道産で、厳しい品質基準のもと収穫・選別されています。遺伝⼦組み換えを避
け、⾃然のままの⽢みと旨味を⽣かす製法が取られている点は、現代の消費者にとって⼤きな安⼼材料です。
油は鮮度管理が徹底され、酸化を防ぐための⼯程にも⼯夫が⾒られます。添加物を最⼩限に抑え、素材由来
の⾵味で勝負している点は、⾷品安全性の観点から⾼く評価できます。国内⽣産によるトレーサビリティの
明確さも信頼性を後押ししています。
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内部的要因は味や五感に関する商品⾃体の魅⼒を
表すもので、これは⼗分なグランプリ評価ではあ
りますが、この中では⼀番低い点数となっており
ます。このことに関しては美味しいが、⾃宅で調
理する上で少し個性が出るのではないかと考えら
れます。やはり⾃宅での環境により味に上下差が
出るのでしょう。もっと⾃宅での調理⽅法のアド
バイスが必要かもしれません。外部的要因に関し
てもパッケージなどもまだまだ⼯夫の余地がある
とは⾔っても⼗分に評価は⾼いです。その中で、
カルビーという企業ブランドの信頼性が強く、商
品単体でも⾃然に話題化する基盤があることが⾼
評価となった要因です。また安全性に関しても北
海度産のじゃがいもを丁寧に育て、使⽤して⾔う
ことが素晴らしい点数になりました。この商品の
安定した価値を⾒出すためにも、今後は多くの消
費者が⼿に取れる状況を作っていくことが⼤切だ
と思います。そのためのWeb価値を⾼めて、幅広
い広報活動が⼤事でしょう。

カルビー「北海道厚切りポテトチップスカット」は、国産素材へのこだわりと職⼈の技を感じさせる完成
度の⾼い⼀品です。まず特筆すべきは、厚切りによって実現された⾷感の重厚さと、噛むたびに広がる⾃
然な⽢みと旨味があります。北海道産じゃがいもならではの豊かな⾵味とほのかな⼟の⾹りが⽣きており、
塩味とのバランスも⾒事です。⼀般的なスナック菓⼦にありがちな過剰な味付けを排し、素材の持つ味わ
いを純粋に楽しませる設計は、成熟した味覚を持つ⼤⼈の層にも⼗分に響きます。
市場の動向を⾒ても、じゃがいもを原料としたスナックは依然として安定した⼈気を保っており、とくに
「国産」「無添加」「厚切り」といったキーワードを持つ商品群は、健康意識の⾼まりとともに年々⽀持
を拡⼤しています。カルビーは⻑年にわたり北海道との契約栽培を続け、安定供給と品質保証の両⽴を果
たしてきた点で、他メーカーの追随を許さない強みを持っています。こうした背景が、消費者に“信頼で
きる国産ブランド”としての確固たる地位を築かせています。
⼀⽅で、今後の成⻑余地も少なくありません。例えば家庭での「再調理」提案は、新たな楽しみ⽅として
有望だ。軽く温めることで⾹りを⽴たせたり、ハーブソルトやブラックペッパーを加えることで⾵味の幅
を広げたりと、簡単なアレンジでより豊かな味わいを引き出せます。また、砕いてサラダやグラタンに
トッピングすれば、家庭料理のアクセントにもなります。こうした“⾷卓に寄り添うポテトチップス”とい
う⽅向性は、単なるおやつを超えて家庭的価値を創出できる可能性を秘めています。
さらに、カルビーが今後注⼒すべきは「地域ブランドとの連携」です。北海道内のチーズやバター、海塩
などと組み合わせた限定フレーバーを展開すれば、地域経済との共創を促しつつ、観光⼟産やギフト市場
への拡張も⾒込める。素材⼒に裏付けられたブランドだからこそ、派⼿な味付けに頼らずとも“⼟地の味”
を発信できる強みを⽣かすべきです。
総じて本商品は、単なるスナック菓⼦に留まらず、“国産じゃがいもの⽂化的価値”を体現した逸品といえ
ます。健康志向・安全志向が進む中で、消費者は「信頼できる美味しさ」を求めています。カルビーの北
海道厚切りポテトチップスカットは、そのニーズに的確に応え、さらに家庭でのアレンジによって楽しみ
の幅を広げるポテンシャルを持ちます。素材の誠実さと味の深みが共存するこの⼀袋は、⽇本のスナック
市場の成熟を象徴する存在といって過⾔でありません。
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